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「礎記」にあらわされている造形的形式について
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ON THE PRINCIPLES OF FORMATION IN“LIKI" 
By KATSUMI T AKADA 
序
歴史と伝統をもった日本人の生活の様式には，東洋(中国系文化圏)的習俗を今に残している。日
本の文化は大陸から，学問，芸術，宗教，政治上の制度や諸形式を幾度か受入れている。所謂日本的
文化を生むまでに，ζれらの諸形式が模倣された。
乙のー篤は，その形式の原流とされる古代中国の文化が形成されるにあたって，重要な要素であっ
た 「語」の規範と形式についての研究の一部である。
中国古代民族も，他の原始民族と同じように自然を崇拝していたが，顕著な特色として「天」を最
高の崇拝の対象にしていた。その「天」の垂訓は政治，道徳をはじめ一切の文化の基本となるもので
あると信じていた。また天人合ーの信念は古くからあって，人事と天地聞の現象とは常に密接な関係
にあり，人は自然界の法則にしたがって生活すべきものであると考えた。そして自然界の事象は，す
べて陰陽五行の相互作用であると信ぜられた。自然神や，宗祖神(段代ではこの双方の神は同一人格
神とみられた)に対して祭杷を行い，その儀礼をさだめた。そして政治，道徳すべて原始以来おのず
からの発達のうちに， r天」即ち自然の秩序に則ることをもって，その「睦」の規範とした。その記
録が「薗記」である。
I 礼の字義及。=儀・楽 ・器について
「踏」の文字構成について説文の伝えると乙ろにしたがえば，古字は..であって，幽と豆とから成
った象形字であって，礼式用の器のととである。後lζ示との会意形声字となるが， 示iまこと小とから
成る指事字である。 ニは天を表わし， 小は日月星の光を表わすものであって，示は天が日月星より起
る変象を霊れて，人聞にむかつて警戒する ζとの意であるとしている。したがって「睡」 は，神l乙仕
えて福をまねくというようなこころから転じて，儀式作法の意に用いるようになった， とされてい
(1) 
る。
経典iζは次のような用例がある。 明示"では「密経武成JIζ"示天下弗服"とある。乙れは，しめ
す文は，みせるの意， r周措春宮」に "天神人鬼地示之酪"とあるのは，地示が地祇のととである。
根組"では，人の行うべき秩序について， r漢審査E仲鋒伝Jj(.‘仁義蹟智信，五常之道"がある。儀
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式作法については. r稜記麓器JIζ"経穏三百曲麓三千"があり，国家社会の組織または法lζ対して
「書経説命J Iζ ・謹煩興j乱~ r麓記表記JILは，敬意をあらわす為iζ '無費不相見也"また経書では
周麓，儀穏，麓記をもって三礼と称した。制度文物については. r漢書麓繁志JIζ ‘謹文尤具"とあ
る。行を慎しませる礼儀と，心情iζうったたえる音楽iζ対しては. r謹記事終記JIζ "謹繁刑政，其極
一"とあって，礼が社会の秩序を定めることの意をもち，また楽が心を和らげ，感情を通して人の動
作iとも序を保たせ得る力があるものとした。そして究極はーであると考えて尊重した。
中国の楽は声楽，器楽ともに，太古から発達していたと考えられている。楽とは舞をともなってい
るものである。しかし楽としての体制は，周代になってから完成したとされている。その頃礼楽を国
是として一般子弟の教育iζ重用しており，楽舞は詩書射数とともに加えられた。朝廷においては常に
雅楽を盛んに起し，管絃合奏や伶舞を行ったという。舞iとは文舞と武舞があって伶舞は雅楽として行
われ，天子は八伶 (64)人，諸侯は六倍 (36)人，大夫は四伶 (16)人，士はニ倫 (4)人と定めら
れていた。雅楽の外に，俗楽もまた盛んに各地に行われた。当時の歌誇を集めた 「詩経」は各地の歌
謡である。 乙の頃礼楽の教育lζ重きを置いたととは. r謹記」を見れば察せられる ζとである。
とのような礼の楽には，八音十二律があって，すでに楽典をそなえているが，その音律の標準は天
地の法則lζ従うものであるとしている。ζれに相対した造形的(建築 ・工芸)法則にも，礼の形式を
もっていたととが予想される。 玉の類や銅器，また文様iと一定の型が認・められ， 澄器の制を示してい
るζとが， とりもなをさずそれを語るものであるア乙のような制度のもとで起きた意匠の法則が，戦
国時代から漢代K重視された「規矩」と呼ばれるものであったととは， ととに洞察できょう。
「捜」とは「天」の思想を内容にしているもので，固定した思想、が概念化し更に形式を生んだもの
であると言えよう。中国古代の諸種の文化の様相からみられる乙とであるが，以上の意味が象徴され
てはじめて形式が盤ったものであるとしている。
E 礼経と礼の本義ならびに形式
「稜記」は. r瑳JIζ関する雑記という意味のもので，周末，秦漢時代の諸儒による古礼に関する
説を編給したものである。
「麓」の意義は宏遠であって，その範囲は広大である。国の統治上必要な各種機関の組織権限から
臣民の権利義務，王室と諸侯，また諸侯相E間についての権利義務に関する事項など 「織JIと制定さ
れている。また社会秩序の維持の上から必要な諸規則，あるいは良俗美風や習慣上から生れた種々の
規則と覚しいものまで制定されているのである。したがって「麓」とは，法と儀との二者を合せて言
うのである。法と儀と多少異ったものであるが，古人は礼儀または礼法の語を用いている。法律と道
徳との差別が未だはっきりしない時代にあっては，その区別は明白ではなかった。 しかもそれに伴っ
て，文化的なあらゆる部門で厳格な形式が規定されている。楽において，また工においても同様であ
る。造形上の「雄」の制式に関しては，古代技術の警とされる「考工記」がある。従来から「考工
( 2 ) 
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記Jは，必ずしも古代遺品と合致しないものが多いために，その正体は不明であいまいな伝書とされ
てきた。しかし「周砲」の冬官iζ代って付加された意味から考えれば「纏」の造形的制式を伝えたも
(5) 
のである ζとがうなづける。
「捜記」では殆んど各篇を通じて， r穏」の本畿について説いている。そして各々の法式や儀礼に
ついて，その規定される形式がただ徒らなものではないζ とを記している。それらはすべて 「天」の
思想の展開であり，陰陽，五行の説が中核である。あらゆる 「種」の形式は往昔の真理と信ぜられた
ものから，一歩も枠を外すものではなかったことを示している。
「組」が一般的法則と して天地の法に基づくものである ζとを， r穏運」のー篤から眺めてみる。
ζの舗では如何にも孔子の語であるかのような記述であるが，その実は明ら かに老子流の思想があ
(6) 
る。 ζれ』ζは漢初の学者iζよって伝えられたものであるから，孔子の語ではないものとされている。
「種」の運行を記して，その行われる範囲を示しているが，造形的なものに関係する規範iζ及んでい
るものがあるので，先づ乙の篤からとりあげる。
人倫の道は種儀から生れるのであるが，その「麹」は「承天之道」であると説いている。 r承天之
道」とは，人類の生活は天地自然の法則にしたがったもので，それを軌範とする生活を言うのであ
る。人閣の心情は気ままに放てば過があり不及がある。過は抑え，不及はζれを揚げて， すべて天沼
(7) 
をもってその中腐を得させなければならないとしている。ζζにいう自然の法則とは天道であり，
「殺」とは乙れに基づいたものであるとしている。以下に本文を示せば次のようである。
夫穫先王以承天之道以治人之情故失之者死，得之者生，云云，是故夫穏必本於天殺於地
ニー ニ ー レ レ
列於鬼神 故聖人以種示之，故天下国家可得而正也。
ニー レレ ニー
とある。そして孔子は互の四時の書と， 段の陰陽の容を見たが，なおとれでは徴するに足らないとし
て， r種」の始めを見るには更に古く原始に遡って，先づ飲食するζ とから考えなければならないζ
とを説きお乙している。天道は自然法則と結びつくとζろのものである ζとを説くために意図して述
べた語のようである。そしてやがて宮室，台謝を作り，布烏をつくり，人の生と死，祭記，楽のζ
と，また先祖，家族，更に家庭内のζとから家音lζ及び，器の使用にまでいたっている。それらをも
って生活すると ζろに秩序を生じるが，それは天地の法度にしたがってできたものであって，そのよ
うな過程から「飽」が大成したのであると言う。そしてまた政治，道徳，社廟の祭把などから更に高
度の「組」の序ができたととを述べ，種々の制度が規定されたとしている。 また一方では人聞は天地
生成の徳に感じて，陰陽二気が相交って形体(鬼)と精神(事1)が会合して生じたもので，人は五行
の最も秀いでたものであると説いている。五行の動は万物について相端しているものであるから，活
物の檎成の原理と形式はすべて乙れにしたがったものであるとしている。そしてまたζのような形式
は自然の法則である天体に関しているととろであるから，日月星辰の遂行，四季などの時間的要素か
ら，方位，地形などの空間的要素を含めた，禽怠的象訟の形と数(象数また法数〉が当てられるもの
であるとしている。乙乙にいたって「天」の思想と，自然現象としての法則は合致するのであって，
ζれが天道であるとするのである。形と神の会合してできた秀なる人間も，精神の利器として， r震
( 3 ) 
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儀Jを用いなければ天道にしたがうものではない。故に「種」は器であるとの意味から， r麓記」の
ー篇に「謹器」を説いている。 乙のととは逆説的に「種」の形式に則った器，即ち礼器と呼ばれ る
「麓」的意匠を備えた制式の営造物や器形があることを意味している。
象徴の形としては，易経lζ乙れが示されているが，規と矩の使用による幾何画的形体もその意味を
もっている。そしてその形体に付与している象数としては奇偶の関係や，暦時，方位などの数を多く
用いている。下文にあらわれる象徴数の，五杷，三五， 十五，四時，十二月，五味六和，十二食，五
色六章，十二衣などの表現は，古代中国の建築，工芸では分割や綜合による寸法の数として現われ
ている。
記文の中から要点を抽出すれば次のようである。
故政者君之所以蔵身也，是故夫政必本於天，級以降命。 命降子社， 之謂設地。降子祖廟，之調仁
二 一ν ニー レ ニー レレ
義。降於山川，之調興作。降於五記，之詞制度。
故人者其天地之徳，陰陽之交，鬼神之会，五行之秀気也。
故天乗陽霊白星 地象陰寂於山川，橋五行於四時，和而后月生也，是以三五而盈，三五而闘，五行
レ二 一 ν ニ一 二 一
之動，迭相掲也。五行四時十二月，還相為本也。五声六律十二管，還相為宮也。五味六和十二食，
還相為質也。五色六章十二衣，還相為質也。(9)
以天地為本，故物可挙也。以陰陽為端，故情可E哲也。以四時為柄，故事可勧也。以白星為紀，故事
ニーレ レ ニーレ レ ニーレ レ ニーレ
可列也。月以為量，故功有芸也。云云。
レ レレ
また，
夫檀必本於天，動而之地，列而之事，変而従時，協於分芸，
二一 ν レ
。??
? ?
以上によって， r裡」の本体は形而上的な天地乾坤であるが，その命が自然現象の巡遂の法則にあ
ると考えている。したがって人の生活に関した一切の諸法式も，その命，即ち「檀」によって整えら
れ，秩序づけられなければならないものとしたととがわかる。そして物事の序は，祭肥(五肥)の
「檀」を標準にしなければならないとしている。また功有芸や協於分芸の語句にはただ祭最巴における
裡についてのととだけではなく，人の才能を通じて物の創造にかかわる技にもたちいたっているとと
が考えられた表現であると思われる。
E 礼の序と寓意象徴 (法象)について
「裡」の序は，地位，階級の別があると乙ろから，乙れに相当する数が定められている。それは大
小，高下，内外，更に文様の多少によってわかれている。例えば，
裡有以文為賞者，天子飽巻，諸侯M，大夫被，士玄衣鎌裳。天子之毘，朱緑藻十有二旋， 諸侯九，
ニ レレー
上大夫七，下大夫五， 土三，此以文為貴也。有以素為貧者至敬無文，父覚無容，大圭不琢，大奏
レレ ニレレー レ レ レ
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以上に用いられる事物や器について，例えば「種」の序をもった器ならば，内Iζ意味を包蔵してい
るから，それに験がみられるものであるとし，また外lζ形式を具えているものであるから，一見して
「裡JiC闘ったものであるか，否かがわかる。そして「種」の形式によらないものは尊敬する必要は
ない。万事について，とれは当てはまるものであると言うように述べている。即ち
無節於内者・， 観物弗之察笑。欲察物而不自礼，弗之得実。故作事不以礼，弗之敬笑。云云。故B.
νニー レニーレレ レレニー レ νレ ニ ー
礼也者之致也。
「檀器」としてならば寓意的象徴が重要な条件であることを言った語である。 とれらは当代の遺物
にその例が多く験出される。またζのような「複」の序というものは， 自然に人の生活の自由の心か
らおきるものである。それは「楽」において，もっともよい例を示している。そして「楽」は人の心
情を導くものであるから. r楽」による表現を観たり聞く 乙とによって治乱を知る乙とも出来るので
ある。それはまた器を観て，工の巧さや意匠の秀いでていることを知るのと同様であって，とれを考
え出したり， 発明したりする入閣の知の深さを知るととにも等しいものであると述べている。即ち
種也者，反其所自生，楽也者，楽其所自成，是故先王之制種也，以節事，故観其種楽而治乱可知
三二一 三ニー レ レ ニー ν 
也。藩伯玉日，君子之人逮，故観其器，而知其工之巧， 観其発，而知其人之知。云云。
とある。
「玉音頭」の篇は冠，衣服の制度を述べたものであるが，ζれにも天地を象るととのために，意味づ
けの操作が，形体と数量によってなされている。数が象数である ζ とは言うまでもない。象形は制作
法によって園，即ち曲線と，乙れに対して角形で，直線の組合せにおいて規定している。例えば，
朝玄端，タ1窓衣，液衣三絃，縫斉倍要，任当努，扶可以回肘，長中継排尺，給二寸，桧尺ニ寸，縁
レ レレ レ ニ ーレ
広寸半，以烏裏布，非礼也。云云。 (12)
レレ
また縛の制についても，
線君朱， 大夫~. 士爵1弘園殺直，天子直，公侯前後方，大夫前方後挫角， 士前後正， 云云。線下
レ
広三尺，上広一尺，長三尺，其頚五す，肩革帯博二寸，云云。 (13)
とある。また玉を偲ぶるにあたって，左右の玉声について規定しているととは，音と動作の関係、に至
るまで 「複」の秩序を考えたものであって，礼楽との調和を重んじている。然も歩行にあたって，規
の用い方にしたがって周札又矩にしたがって直角に歩いて選ることなどが記されている。
古之君子必保玉，右徴角，左宮羽，趨以釆斉，行以邸夏，周還中規，折還中矩，進則砕之，退則錫
レ ニーニー ν レレレ
之，然後玉鋳鳴也。
円を天とし，方を地の象形とする乙とから規と矩を用いるのである。
「楽記」には玉音を以て凡ての楽音の和の基とするととを述べて，之を五つの事に配して窓味をつ
けている。音階の数に托した五行の象徴とみられる。即ち，
宮為君，商為臣，角為民，徴為事，羽為物， 五者不乱，興j無恰澄之音笑，云云。
レレレ レ ν ν ーー
( 5 ) 
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である。また，
是故先王本之情性，稽之度数，制之礼儀，合生気之和，道五常之行，使之陽而不散，陰而不密，剛
ニーニーニーニ ーニ ー下 レ レ
気不怒，柔気不慢，四暢交於中，而発作於外，皆安其位，而不相奪也。然後立不学等，広其節奏，
レ レ ニー ニ ーニー中よ 二一 二一
省其文釆，以総徳厚，律小大之称，比終始之序，以象事行，云云。〈叫
とある。 ζの心情lζ発した声音の時間的な秩序は，長さや広さとして， また動作についての空間的秩
序にも適用される。そして楽之器と楽之文と礼之器と礼之文を同一原理iζ本づいたものとするので，
とれらの作者を聖と調うと述べている。即ち次の文である。
故鐘鼓管磐，羽者若手成，楽之器也，屈伸傭仰，綴兆智子疾，楽之文也，箆箪組豆，制度文章，礼之器
也，升降上下， 局還錫襲，礼之文也，故知礼楽之情者能作，議礼楽之文者能述，作者之調聖，述者
之謂明，明聖者述作之調也。 (15)
レ
?
「壇記」 について 「裡」の本質と形式を見てきたが，その範囲は造形される物の意匠にも及ぶもの
であるととが知られた。
「檀Jの造形的性質としては，あたかも楽を制するにあたって天地自然の序にしたがって， しかも
人閣の情操iζ基づいて律巴(度数)を創った乙とと規をーにしているケ匂ち「楽記JIζ， 
楽者数和，率神而従天，礼者別宜，居鬼而従地。
レレレ レレ レ
とあって，また，
聖人作楽以応天，制礼以配地，礼楽明備，天地宮突。
レレレ レ
とあり，それは知覚を通じて感動を呼びお乙し，それから楽の形式は創られるものであるととを述べ
ている。即ち，
夫民有血気心知之性，而無有哀楽喜怒之常，応感起物而動，然後心術形鷲，云云。是故先王本之情
ニ ー レニ ー レレ
性，稽之度数，制之礼儀，合生気之和，道五常之行，云云。
である。放に六律六聞を天地陰陽の声とするように，事行のすべてにとってもそれが象られるζとに
よって， r裡」の形式は整えられ天地陰陽iζ即応したものとなるのである。乙のような意味は「考工
記」にも記されている。その録すると乙ろはζのような寓意的な形体の構成法である。したがってそ
の過程を知らなければならないのでであるが，後世ではただ寸法の数表現による結構形体だけを問題に
した論議が多いのである。詳しくは後の研究にゆずるが，意匠構成図の形式IL:， r檀」の本質にした
がった寓意がある乙とは，忘れてはならない乙とである。 ζの規を同じくする形式の法則は，必然的
iζ建築 ・工芸や土木i乙関しでも適用されたものであるζ とは，とζjζ論ずるまでもない。
また「樫」の形式制度の一般と して，数的な表現が意味象徴的なものであることは「法象」と呼ば
れる ζ とで，古代では物の形成にあたって重要な要素となっていたととが明らかである。それは 「易
経」に記されている天地の数の観念に等しいものである。乾坤を円と方に象徴し， そしてまたその形
休の大きさの数によっても表現されている。更にとれらの組合せから多角形えの応用展開も技術的に
( 6 ) 
高田 :礼記と造形の形式 -75-
進歩した ζとが見られる。
以上，要するに古代中国では. r裡」の規制によって，造形的意匠は言うまでもなし あらゆる文
化の様態の上においても，寓意的象徴の形式をもって統べられていた乙とが判明するのである。
珪
(1) 許慎:説文解字，塩谷混:~新字盤，漢字の様成
(2) r王制JIC，願先王詩書礼楽，以造士，春秋教以礼楽，冬亙教以詩書。
「内則JIζ，十有三年，学楽語誇舞とヨ，成主主舞象，学射御云云。当代の学芸は，礼楽射度書数の六芸であ
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る。
(3) g6の命IJがあることは， r王帝IJIC，用器不中度，不粥於市，云云。 r祭統JIC，慶11:声名一一列於天下，
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而酌之祭器.自成良名駕。 r仲居燕居J1(，若無礼，則手足無所鎗，一一宮室失其度，量鼎失其象， 味失其
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時，楽失:tt節， js失主式，などとあるζとでわかる。
(4) F， Hirth : The Ancient History of China 
西山栄久駅支那古代史P.124，服部字之官 :礼記解題(淡文大系)，林泰布n: J習公と其時代。
(5)欽定自iJ淡瞥，芸文志iζ周官経，王葬時， lY，iIJ飲置1等士， 師古日，即今之周官礼也，亡其冬官， 以考工記充之。
(6) 服部字之吉:礼迩註釈，武田熊訳支那文献の解題，梁啓紐箸袈籍解題鱗。
(7) r中時「喜怒哀楽之未発，謂之中， 発而皆中節，預之和， 中也者天下之大本也，和者也天下之遠道也，致
中和.天地位駕，7J!;物育罵。
(8) 欽定礼記事量疏付録礼~図，露軍の悠I]lC，陳氏詳道日， 智之作也， 在衣之先，其服也在衣之後，云云。長三尺.
以象三才，額五寸.以象五行， 下広二尺，以象地， 上広一尺，以象天，云云。
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「考工記」玉人に，大圭長三尺，符上，終葵首，云云。 r三礼図」爺崇畿日，注，太尊大古之瓦尊也.ロ円
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径一尺，鹿高三寸，中績径九寸，鹿下大積径一尺二寸，窓径八寸，云云。とあるのは象数的規薗である。象
形では象尊について，則象尊為象形耶，此又不可考也。など考証がなされている。また琴の制について，広
二 一 νν 
雅B，琴長三尺六寸六分， 象三百六十六日，広六寸.象六合，又風俗遜日，七絃法七星，云云。などが示さ
れる。
(9)銭はつくす，負織するととである。五行が運転してたがいに作用するζとを言っている。五声は宮商角徴
羽である。管の骨量lで陽を律，陰を呂として十二辰になぞらえている。業績律が始めである。鄭注』ζ，管長九
寸，下生者，三分去一，上生者.三分益ー，終於南呂，夏樹為宮，凡六十也，とある。五味は，駿苦率緩甘
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である。和之者，春多酸，亙多苦，秋多辛，冬多鍬，皆有滑甘，:J基調六和，そして， 五色六章函績事也。周
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礼考工:己日，土以ji，其象方，天E寺変，火以円，山以_.水以竜，烏E決蛇，縫四時五色之位， 以宣言之，謂之
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巧也。
帥鰐注1とよれば.f否以陰陽通也とあり，事以四時成とあって，また事以日与星為侯，興作有次第である。芸
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は才能を意味していて.十二月各有分，猶人之才各有所長也。芸或為侭，とある。礼は月の十こにあわせて
レ 二 νν ν 
言うもので，人の才と同じように各々分がある。乙れは技芸の法則としてあげられる象徴の数である。また
三と四の公倍数で基本的なものの分割単位にもなっている。
。1) 礼~にある絡で，巻とは升竜と降竜とを円形IC して衣の飾とするのでとの名がある。藻は組終を完から丞
れて飾として之に玉を貫いたものである。館i.IまE震の数である。父党云云は父の一族には揖譲などの儀式はや
( 7 ) 
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かましくしないことを言う。大漢は味をつけない肉汁，大路は天を祭る車で飾をしないで蒲で織った席しく
などの乙と。
U?J 大夫土の私朝私家にある衣の乙と，鄭注iζ，官官大夫士也，三絃者穎姿中之数也，絵尺二寸，図之為ニ尺四
す，三之七尺二寸，とある。絵は紋の末である。要は腰，したがって七尺二寸は腰の広さである。斉は裳の
すそのこと，ー丈四尺四寸， ζこの妊は衣襟ではなくて裳の相交ると乙ろの乙と，滋衣の裳は前でなく努で
合せる。中衣(中IC箸る)長衣(表1:著る)は紋口tζー尺一寸のきれをついで波うてー尺とする。袷は，姶
曲領也である。衣服線衣也，中衣用素， 皮弁服，朝J!Il.玄綴，麻衣也，中衣用布。とある。
間鐸(ひっ)である。服の前垂の類で，円殺直とは甥の制の乙と，長さ三尺，上の広一尺， 下の広二尺，顕
は後(上)の中央iζ付けた皮級，肩は後(上〉の両角IC.付けた紐である。
凶 先王が楽を制するにあたって，人情lζ基づけて律呂(度数)Iζ合わせ，礼儀lζ背かないようにした。人情
と天地の造化生成の原理と調和させ，五行の性によって陰陽剛柔，皆過ぎないように節をもたせ， 乙の回気
カ痢暢して身中iζ交り，身外lζ発現するも皆中和を得て， 四者が皆その位iζ安んじて相犯さぬようにする。
律は六律の乙と，周礼典同，以六律六向，弁天地四方陰陽之声，以為楽器，小大調高声正芦之類也，終始務
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始於宮，終於羽，云云。と郷玄lま註している。
二一申 土
(15) 綴は， 無者之位也，兆其外営域也，と郷註にある。
(16) 周礼大師には.~第六律六同，以合陰陽之声， 云云。とある。律は陽， 巴は陰である。律呂は相生するもの
として，則以陰陽休為之.1i鐙初九，下生林鐙之初六，云云。同位者象夫妻，異位者象子母，所調律取委，
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而呂生子也云云。
Summary 
On the Principles of Formation in “Liki" 
The ancient Chi泊n鈴ewoおhiゆp戸討姐1
the phenomena of nature as the command given by “仰τT、'i，必e印nト川.北心t“j"0町rGod 0ぱfHeaven. And all 
the fundamental formative principles of culture which followed the order of nature were 
called “IJef. 
1. The hieroglyphic character "Lei" (裡)consists of ["示Jand r豊J; r示Jsymbolizes the 
revelation of Heaven and登 showsthe form to offer up 曲 on豆.Afterwards，“Lei" 
became to mean the ceremony of celebration， the music and dancing which accompanied 
the celebration， the form of utensils which were used in celebration， social etiquette， 
palitical laws and customs. Thus all the forms of“Lei" were believed to symbolize Heaven. 
2. The meaning and form of“Lei" are dぉcribed泊“Liki".To follow the principles of 
“T'ien" of Heaven is the object of“Lεi" and in order to realize it one must choose the 
forms which symbolizes the law of natural world. 
3. Formally， a number and geometrical forms are used symbolicaly and they are 
exprl鈴鈴dvisually in the same way as in that of musical form aod order. 
1n short， the regulation by "Lei" acts powerfuUy 00 the principles of formation in 
ancient China. 
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